
 

はじめに 

 21 世紀は「人権の世紀」といわれています。20世紀、人類は２度にわたり世界大戦を経

験しました。多くの尊い生命を奪い、悲劇と破壊をもたらした２つの大戦への反省から、

第二次大戦後、世界の人々の間に平和と人権の尊重を求める動きが高まりました。  

「人権」とは、すべての人々がその生命と自由を確保し、幸福を追求する権利のことで、

人間が人間らしく生きるため、誰もが生まれながらに持っている、とても身近で大切なも

の、そしてお互いを思いやる心によって守られる権利です。 

近年では、平成 27 年（2015 年）に国連サミットで、「誰一人取り残さない」社会を目指す

国際的な目標として SDGs が採択されました。その中で、「ジェンダー平等の実現」や「人

や国の不平等をなくす」などが含まれており、人権問題の解決は、SDGs の目標達成には不

可欠となっています。 

鹿沼市においては、国や県の人権施策の趣旨に基づき、平成 19年（2007 年）3月に「鹿沼

市人権尊重の社会づくり条例」を制定しました。翌 20年（2008 年）4月には「鹿沼市人権

尊重の社会づくりに関する施 策の基本方針」を定め、その方針に基づき「鹿沼市人権啓発

推進総合計画」を策定し、平成 30年度（2018 年度）までの 10 年間にわたり人権施策を展

開してまいりました。現在は、平成 31年度（2019 年度）から令和 10 年度（2028 年度）ま

での計画として策定した「第 2 次鹿沼市人権啓発推進総合計画」を基に、様々な取り組み

を実施しています。 

しかし、配偶者への暴力、児童・高齢者への虐待、インターネットやＳＮＳを悪用した個

人の尊厳を踏みにじる人権侵害などが後を絶えず、計画策定後の令和 2 年（2020 年）には

新型コロナウイルス感染者に対する新たな人権侵害が発生しました。 

このような時代の変化を踏まえ、人権問題解決のさらなる促進を図るため、「第 2 次鹿沼市

人権啓発推進総合計画」の見直しを図り修正いたしました。 

 市の花「さつき」は、一本の樹に色や柄、あるいは形の違う花が同時に咲くという珍し い

もので、本市の特産品でもあります。この一本の樹を地球に例えれば、そこに咲く花々は

幾種もの民族のように存在感があり、その美しさは一輪一輪の尊さを感じさせてくれます。 

一人一人が「さつき」を愛でるように、世界中の人々が自分と違いを持ったすべての人を

尊重し愛することができたら、差別や偏見はなくなってくれるものと信じています。 

今後も「笑顔あふれるやさしいまち」を目指し、「多様性を認め合い誰もが個性や能力を発

揮できる社会」を鹿沼から世界へ広げられるよう、施策を展開してまいりますので、市民

の皆様の一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 結びに、本計画の策定に当たり、貴重なご意見をいただきました鹿沼市人権施策推進審 議

会委員の皆さまをはじめ、ご協力をいただきました多くの方々に心から感謝を申し上げま

す。 
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